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「
自
律
」と「
協
調
」と
い
う
対
立
項

　
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
、
１
９
６
０
年
代
に
す
で
に「
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
知
識
を
持
ち
、
変
化
し
て
や
ま
な
い
多
様
で
膨
大
な
知
識

と
そ
の
適
用
を
可
能
と
す
る
知
的
基
盤
」の
必
要
性
を
指
摘
し

て
い
た
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
20
世
紀
的
な
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ

ラ
の
モ
デ
ル
を
超
え
た
、人
間
の
行
動
体
系
そ
の
も
の
を
変
え

る
た
め
の
、根
本
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

　
自
律
社
会
に
お
い
て
は
、「
個
の
自
己
決
定
」が
優
先
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
創
発
的
現
象
と
し
て
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
な
最
適
化
が

目
指
さ
れ
る
。
そ
の
鍵
を
握
る
の
が
、「
社
会
的
相
互
作
用
」を

活
性
化
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ラ
の
さ
ら
な
る

進
化
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
自
律
的
な
個
の
セ
ン
ス
」と「
多

様
な
個
の
セ
ン
ス
の
相
互
作
用
」が
圧
倒
的
に
重
要
な
意
味
を

持
つ
。

　
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
個
が
自
ら
の
セ
ン
ス
を
外
部
環
境
に

オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
知
的
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
参
加
す

る
こ
と
を
促
す
た
め
の「
知
識
イ
ン
フ
ラ
」で
あ
る
。
こ
の
イ
ン

フ
ラ
は
大
き
く
は
、
①
分
散
と
統
合
、
自
律
と
協
調
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
②
個
と
環
境
と
の
知
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
の
２
つ
の
側
面
を
支
援
す
る
。

　
ま
ず
、
第
一
の
側
面
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
知
識
社
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会
は
、
個
々
人
の
知
的
活
動
の
自
律
と
協
調
を
志
向
し
て
い

る
。
近
年
、「
自
律
協
調
型
社
会
」と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す

る
が
、
そ
の
実
現
は
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。「
自
律
的

で
あ
る
こ
と
」と「
協
調
的
で
あ
る
こ
と
」と
は
、
本
質
的
に
は

相
反
す
る
性
質
を
持
つ
二
項
で
あ
る
。
自
律
社
会
の
理
念
モ
デ

ル
も
ま
た
、「
個
が
自
律
的
で
あ
り
な
が
ら
、
他
者
と
の
つ
な

が
り
を
持
っ
て
社
会
を
支
え
て
い
る
」よ
う
な
、
自
律
協
調
型

の
モ
デ
ル
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、「
自
律
と

協
調
」「
分
散
と
統
合
」は
、
ゼ
ロ
サ
ム
な
関
係
を
孕
ん
で
い

る
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
、
自
律
性
と
協
調
性
、
分
散
と

統
合
を
調
整
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

人
間
関
係
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
へ

　
来
る
べ
き
自
律
社
会
が
問
題
に
す
べ
き
は
、
従
来
の
よ
う
な

長
期
的
に
成
員
が
固
定
し
た
組
織
で
は
な
い
。
す
で
に
現
代
の

社
会
的
人
間
関
係
は
、
あ
る
決
ま
っ
た
組
織
や
共
同
体
だ
け
の

中
で
完
結
す
る
こ
と
な
く
、
個
人
が
い
く
つ
も
の
集
団
に
流
動

的
に
帰
属
し
、
個
々
人
が
よ
り
緩
や
か
な
紐
帯
で
結
ば
れ
る

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
」へ
と
移
行
し
て
い
る
。
企

業
社
会
に
お
い
て
も
人
材
の
流
動
化
が
進
み
、
伝
統
的
な
地
域

共
同
体
は
ほ
と
ん
ど
崩
壊
し
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
に
台
頭
し

て
き
た
の
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
よ
う

な
、
よ
り
緩
や
か
な
人
間
関
係
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
で

あ
る
。
何
と
な
く
繋
が
り
は
あ
る
も
の
の
必
要
な
時
に
だ
け
交

流
が
あ
る
よ
う
な
、
人
間
の
脳
の
神
経
回
路
の
よ
う
に
張
り
巡

ら
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
今
日
の
社
会
に
お
け
る「
関
係
」

の
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
互
い
に
重
な
り
合
っ
て
お
り
、
そ
の
境
界

は
流
動
的
で
不
透
明
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
」の
社
会
に
お
い
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い

て
も
、
あ
た
か
も
長
期
的
・
持
続
的
な
付
き
合
い
が
す
で
に

あ
っ
た
か
の
よ
う
に
、
成
員
が「
場
」の
ル
ー
ル
を
瞬
時
に
感
得

し
、
不
要
な
警
戒
心
を
解
い
て
自
発
的
に
振
る
舞
う
こ
と
が
で

き
、
か
つ
相
互
作
用
の
中
で
負
の
集
団
圧
力
が
生
じ
な
い
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
配
慮
を
、
何
ら
か
の
社
会
技
術

に
よ
っ
て
補
完
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
自
律
協
調
型
組
織
」へ
の
試
行
と
課
題

　
究
極
の
自
律
協
調
型
の
組
織
、
フ
ラ
ッ
ト
型
組
織
の
事
例
と

し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
の
が
、「
指
揮
者
の
い
な
い
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
」と
し
て
知
ら
れ
る
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
室
内
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管
弦
楽
団
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
全
員
が
、
自
分
の
演
奏
だ
け
で

な
く
演
奏
全
体
に
常
に
注
意
を
払
い
、
自
発
的
に
意
見
を
述

べ
、
議
論
を
交
わ
し
合
う
中
か
ら
自
分
た
ち
の
演
奏
を
創
り
出

し
て
い
く
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
世
界
で
は
き
わ
め
て
革
命
的

な
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
ス
タ
イ
ル
は
、「
マ
ル
チ
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
手
本
と
し
て
、
経
営
学
的
な
視

点
か
ら
研
究
さ
れ
、『
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
』と
い
う
本

に
も
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
の
特
徴
を
か
い
つ
ま
ん
で
言
え

ば
、
適
材
適
所
の
リ
ー
ダ
ー
役
割
の
自
然
な
交
替
、
協
同

（collaboration

）の
中
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
創
発
、
他
者

を
尊
重
し
た
上
で
、
演
奏
全
体
に
必
要
な
批
判
を
怖
れ
ず
述
べ

る
、
多
数
派
の
意
見
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
信
念
を
持
っ
て
革
新
的

な
意
見
を
伝
え
る
よ
う
努
め
る
、
と
い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

ル
ー
ル
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方

は
、
組
織
論
の
用
語
で
は
、「
浮
遊
型（floating

）リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」と
か
、「
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」と
も
呼

ば
れ
る
。

　
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
型
の
意
思
決
定
、
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を

可
能
に
す
る
に
は
、
①
個
々
人
の
自
律
性
、
②
相
互
の
協
調
、

③
全
体
把
握
、
の
３
つ
の
側
面
の
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
に
あ
る
集
団
の
認

知
状
態
を
、
認
知
科
学
で
は「
分
散
認
知
」と
い
う
。
例
え
ば
、

サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
で
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
①
自
分
の

最
善
の
プ
レ
イ
が
で
き
て
い
る
、
②
パ
ス
が
思
っ
た
よ
う
に
回

る
、
③
チ
ー
ム
全
体
の
動
き
が
見
え
る
、
と
い
っ
た
時
は
、
分

散
認
知
が
う
ま
く
取
れ
た
状
態
に
あ
る
と
い
え
る
。

「
分
散
認
知
」を
超
え
て

　
し
か
し
な
が
ら
、「
分
散
認
知
」を
実
現
し
た
だ
け
で
は
、
ま

だ
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
を
確
立
し
た
と
は
い
え
な
い
。

ど
の
よ
う
な
行
動
規
範
や
倫
理
観（
例
え
ば
、
メ
ン
バ
ー
間
で

合
意
さ
れ
た
組
織
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ

と
に
つ
い
て
の
明
示
的
も
し
く
は
暗
黙
的
な
ル
ー
ル
）な
ど
、

形
式
だ
け
で
は
な
く「
意
味
」に
関
わ
る
側
面
を
分
散
認
知
の
中

に
ど
う
埋
め
込
む
か
が
重
要
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
行
動
は
、

た
だ
集
団
を
放
っ
て
お
い
て
も
、
な
か
な
か
自
然
に
は
生
ま
れ

て
こ
な
い
。
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
事
例
で
い
え
ば
、「
他
者
を
尊

重
し
な
が
ら
批
判
す
る
」と
い
っ
た
行
動
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
価
値
観
の
下
で
起
き
う
る
の
か
が
重
要
に
な
る
。

　
そ
も
そ
も
集
団
に
は
、
個
人
の
能
力
を
超
え
る
も
の
を
創
発

す
る
可
能
性
と
同
時
に
、
個
人
が
い
つ
の
ま
に
か
、
負
の
集
団
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心
理
・
集
団
思
考
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
、
不
思
議
な「
負
の
集

団
圧
力
」が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
集
団
圧
力
の
背
景
に
は
、
人
間
が
本
来
持
っ
て
い

る
、
組
織
や
集
団
へ
の「
親
和
欲
求
」と
い
う
性
質
が
あ
る
。
周

り
の
人
間
と
う
ま
く
や
り
た
い
、
集
団
に
溶
け
込
み
た
い
と
い

う
、
協
調
的
な
欲
求
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
し
ば
し
ば
協
調
で
は

な
く
、
本
来
の
自
分
の
意
見
は
ど
こ
か
に
置
き
忘
れ
た「
滅

私
・
同
調
」に
転
じ
や
す
い
。

　
集
団
に
お
け
る
決
定
は
、
決
し
て
個
人
の
能
力
の
総
和
で
は

な
い
。
集
団
と
は
、
個
人
の
意
思
を
超
え
て
、
プ
ラ
ス
の
方
向

に
も
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
に
も
、
そ
れ
自
体
が
自
律
的
に
動
く
運

動
体
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
重
要
に

な
る
の
が
、
集
団
レ
ベ
ル
の
自
律
性
が
、
個
人
レ
ベ
ル
の
自
律

性
を
減
じ
ず
に
、
全
員
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
相
互
作
用
に

よ
る
知
識
創
造
を
行
い
、
公
正
な
意
思
決
定
を
支
援
す
る
た
め

の
社
会
技
術
で
あ
る
。

自
律
協
調
型
社
会
を
支
え
る
社
会
技
術
と
は

　
集
団
に
お
け
る
メ
ン
バ
ー
間
の
協
調
作
業
の
支
援
技
術
は
、

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

と
呼
ば
れ
る
。
電
子
会
議
シ
ス
テ
ム
、
発
想
支
援
、
デ
ー
タ

①個の自律性�

②相互の協調性�

③全体把握（メタ認知）�

④他者を尊重する社会規範・行動規範の埋め込み�

「分散認知」の状態�
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ベ
ー
ス
探
索
、
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
支
援
、
創
造
的
問
題

解
決
支
援
な
ど
、
意
思
決
定
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援

す
る
様
々
な
ツ
ー
ル
が
開
発
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

シ
ス
テ
ム
は
、「
よ
り
よ
い
結
果
」「
よ
り
効
率
的
な
決
定
」を

目
的
と
し
て
お
り
、
分
散
認
知
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
そ
の
も
の
の

創
出
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
。

《「
メ
ン
バ
ー
が
グ
ル
ー
プ
全
体
の
決
定
の
質
の
改
善
に
最
大

の
関
心
を
も
つ
」と
い
う
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
導
入
の
前
提

は
、
多
く
の
場
合
に
、
無
条
件
で
は
満
た
さ
れ
て
い
な
い
。

手
続
き
的
正
義
と
関
わ
る
、
社
会
的
・
価
値
的
な
側
面
を
ど

の
よ
う
に
設
計
に
組
み
込
ん
で
い
く
の
か
は
、
今
後
の
重
要

な
検
討
課
題
で
あ
る
》（
亀
田
達
也
著『
合
議
の
知
を
求
め
て
ー
ー
グ
ル
ー

プ
の
意
思
決
定
』、
５-

４
項
、
１
９
９
７
）

　
最
近
で
は
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
や
モ

バ
イ
ル
技
術
を
活
用
し
た「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ウ
ェ
ア
」と
い
う
技

術
が
発
展
し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
が
、
仕
事
の
現
場
な

ど
で
の
密
接
な
協
働
関
係
を
支
援
す
る
の
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ウ
ェ
ア
は
よ
り
広
く
、
よ
り
公
共
的
な
空
間
で
の
人
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
人
々
の
社
会
的
な
相
互

作
用
を
支
援
す
る
。
そ
の
た
め
し
ば
し
ば「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ウ
ェ

ア
」と
も
呼
ば
れ
る
。
狭
義
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
特
定

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ユ
ー
ザ
ー
が
、
広
義
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
限
ら
ず
、
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る
一
般
市
民

が
支
援
対
象
と
な
る
。
前
者
は
、
卑
近
な
例
で
い
え
ば「m

ixi

」

の
よ
う
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ
ス
が
、
後

者
は
ま
だ
あ
ま
り
良
い
実
践
事
例
が
な
い
が
、
例
え
ば
、
陪
審

員
制
度
や
国
民
投
票
制
度
が
本
格
化
す
る
時
代
へ
向
け
て
、
市

民
参
加
型
社
会
の
た
め
の
公
共
的
な
議
論
や
合
意
形
成
を
支
え

る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
支
援

す
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ウ
ェ
ア
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ア
へ

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ウ
ェ
ア
に
お
い
て
は
、
分
散
認
知
の
創
出
そ

の
も
の
を
支
援
す
る
こ
と
に
焦
点
が
お
か
れ
て
い
る
点
が
、
グ

ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
個
人
間
の
意
見
の
や

り
取
り
、
知
識
の
共
有
や
移
転
を
重
視
し
、
全
体
把
握
の
た
め

の
メ
タ
認
知
機
能
を
も
た
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
し
た
技

術
的
支
援
に
よ
っ
て
、
緩
い
結
び
つ
き
し
か
持
っ
て
い
な
い
人

間
同
士
、
あ
る
い
は
陪
審
員
団
の
よ
う
な
一
期
一
会
の
人
間
同

士（
こ
れ
を「
一
時
集
団 ad hoc group

」と
い
う
）に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
、
深
い
相
互
理
解
に
も
と
づ
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
、技
術
的
に
は
可
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能
で
あ
る
。

《
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ウ
ェ
ア
が
支
援
す
る
活
動
は
、
比
較
的
初

期
段
階
の
社
会
的
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン（
相
互
作
用
）で
あ
る

（
こ
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ウ
ェ
ア
は
別
名
ソ
ー
シ
ャ
ル

ウ
ェ
ア
と
も
呼
ば
れ
る
）。
す
な
わ
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
そ
の
も
の
も
支
援
対
象
で
あ
る
し
、
ま
た
形
成
さ
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
情
報
や
知
識
の
共
有
、
コ
ン
セ
ン
サ

ス
の
形
成
、
構
成
メ
ン
バ
ー
同
士
の
活
動
状
況
伝
達
な
ど
も

支
援
対
象
と
な
る
》 （
西
本
一
志
著「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ウ
ェ
ア
」『
ナ
レ
ッ

ジ
サ
イ
エ
ン
ス
ー
ー
知
を
再
編
す
る
64
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』、
２
０
０
２
）

　
人
々
の
合
議
に
お
い
て
、
知
識
共
有
や
知
識
表
現
の
技
術
を

う
ま
く
活
用
し
、
社
会
的
な
相
互
作
用
を
支
援
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
負
の
集
団
圧
力
を
回
避
し
て
、
公
正
な
議
論
や
意
思

決
定
、
合
意
形
成
を
行
い
や
す
く
な
る
。
認
知
科
学
と
社
会
科

学
、
そ
し
て
情
報
科
学
の
境
界
領
域
で
、
こ
う
し
た
ソ
ー
シ
ャ

ル
ウ
ェ
ア
の
技
術
が
発
展
し
つ
つ
あ
る
。

　
そ
の
一
つ
の
例
と
し
て
、
　
産
業
技
術
総
合
研
究
所
情
報
技

術
研
究
部
門
の
橋
田
浩
一
が
開
発
し
て
い
る「
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
エ
デ
ィ
タ
」が
あ
る
。「
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
エ
デ
ィ
タ
」は
、

オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
技
術
を
用
い
て
、
事
象
や
問
題
の
意
味
構
造
と

関
係
性
を
記
述
で
き
る
。
こ
れ
を
対
面
に
よ
る
合
議
に
グ
ル
ー

プ
ウ
ェ
ア
と
し
て
用
い
る
と
、
テ
ー
マ
全
体
の
論
旨
や
個
別
の

意
見
が
、
は
っ
き
り
し
た
意
味
構
造
を
持
っ
て
可
視
化
さ
れ
、

メ
ン
バ
ー
同
士
の
深
い
知
識
共
有
の
下
で
の
合
議
が
可
能
と
な

る
。
合
議
の
結
果
重
視
で
は
な
く
、
個
々
人
が
意
見
の
相
互
作

用
を
起
こ
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
を
重
視
し
て
お
り
、

合
意
に
対
す
る
個
々
の
メ
ン
バ
ー
の
満
足
感
や
納
得
感
の
質
を

高
め
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
支
援
技
術
が
、
単
な

る
言
葉
の
や
り
取
り
の
合
議
で
起
き
や
す
い「
負
の
集
団
圧
力
」

の
問
題
を
回
避
す
る
上
で
大
き
な
力
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
意
味
に
関
す
る
情
報
技
術
＝「
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」の
技
術
が
、
自
律
と
協
調
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
す
る
社
会
技
術
と
し
て
、
知
識
イ
ン
フ

ラ
を
構
成
す
る
一
つ
の
重
要
な
基
盤
と
な
る
。

ポ
ス
ト
・
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
技
術

　
次
に
、
第
二
の
側
面
、
身
体
性
を
含
め
た
知
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
論
考
し
た
い
。

　
知
識
社
会
に
お
け
る
知
識
の
流
通
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
言
語
情
報
に
依
存
し
た
知
識
蓄
積
や
知
識
循
環
だ
け
で
は

な
く
、
よ
り
深
い
次
元
の
身
体
知
や
暗
黙
知
が
流
通
す
る
知
識

移
転
、
知
識
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
と
な
る
。
そ
の
基
盤
と
な
る
の

（独）
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が
、
非
言
語
的
な
知
識
や
感
覚
も
含
め
た
、
い
わ
ば「
知
的
な

セ
ン
ス
」が
流
通
し
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
。

　
ま
ず
言
語
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
に
つ
い
て

は
、
前
述
の
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術

が
そ
の
基
盤
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
デ
ジ
タ
ル

と
ア
ナ
ロ
グ
を
繋
い
で
い
く
上
で
、
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
洗
練
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
知
覚
や
感
覚
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
を
重
視
し
た
情
報
技
術
で
あ
る
。
要
素

と
な
る
も
の
は
徐
々
に
出
て
き
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
重
要
な

概
念
と
し
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
、「
ポ
ス
ト
・
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
」を
指
向
す
る
ア
イ
デ
ア
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

①
知
覚
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ（sentient com

puting

）

　
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ

り
、
あ
た
か
も
人
が
知
覚
し
行
動
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
モ

ノ
や
環
境
の
ス
マ
ー
ト
化
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
、
ユ
ビ
キ
タ

ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
研
究
の
発
展
形
で
あ
る
。
こ
の
言

葉
自
体
は
、
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ラ
ボ
所

長
の
ア
ン
デ
ィ
・
ホ
ッ
パ
ー
が
提
唱
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同

じ
よ
う
な
考
え
方
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ 

Ｏ
Ｘ
Ｙ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ロ
ド
ニ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
、
　 

産
業
技
術
総
合
研
究
所
サ
イ

バ
ー
ア
シ
ス
ト
研
究
セ
ン
タ
ー（
現
・
は
こ
だ
て
未
来
大
学
学

長
）の
中
島
秀
之
ら
に
よ
っ
て
も
、
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

　
ホ
ッ
パ
ー
の「
知
覚
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ（sentient

com
puting

）」と
い
う
言
葉
は
、
従
来
の
Ｉ
Ｐ
固
定
ア
ド
レ
ス

型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
脱
却
し
て
、
自
律
分
散
協
調
型
の
知
的

な
セ
ン
シ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
く
と
い
う
、

ポ
ス
ト
・
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
志
向
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
み
ら
れ
る
全
体
的
傾
向
を
う
ま
く
言
い
表
し

て
い
る
。
現
在
、
こ
う
し
た
考
え
方
の
下
で
、
世
界
中
で
先
端

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

②
環
境
知
能（am

bient intelligence

）

　A
m
bient intelligence

は
、
環
境
に
溶
け
込
ん
だ
知
能
と

い
っ
た
意
味
合
い
で
、
日
本
で
は「
環
境
知
能
」と
訳
さ
れ
て
い

る
。
環
境
知
能
は
、
Ｅ
Ｃ（
欧
州
共
同
体
）の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
の

１
つ
で
あ
る
、
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ（Inform

ation S
ociety T

ech-

nologies A
dvisory G

roup

）に
よ
っ
て
１
９
９
９
年
に
提
言
さ

れ
た
概
念
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
環
境
知
能
と
は
、
人
間
的

な
触
れ
あ
い
を
促
進
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
文
化
の
質
を
高
め

る
方
向
へ
導
き
、
仕
事
の
知
識
や
技
能
の
構
築
、
仕
事
の
質
の

（独）
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向
上
、
市
民
や
消
費
者
の
善
き
選
択
を
助
け
、
信
用
や
信
頼
を

喚
起
し
、
個
人
と
社
会
と
環
境
に
と
っ
て
の
持
続
可
能
性
や

人
々
の
生
涯
学
習
と
歩
を
一
に
し
、
普
通
の
人
々
に
と
っ
て
使

い
心
地
が
よ
く
簡
単
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
」と
提
言
さ

れ
て
い
る
。

　
現
在
、
環
境
知
能
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
タ
ン
ペ
レ

工
科
大
学
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
基
礎
研
究
所
な
ど
、
世
界
中
で
様
々
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
り
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
技
術
的
に
は
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
重

複
し
て
い
る
面
も
多
い
が
、
人
間
中
心
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
イ
ン

タ
フ
ェ
ー
ス
の
研
究
開
発
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、

人
々
が
人
間
の
言
葉
や
し
ぐ
さ
で
、
ご
く
自
然
に
環
境
の
中
の

事
物
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
な
世
界
の
実
現

が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
情
報
家
電
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、

ホ
ー
ム
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
研
究
も
、
環
境
知
能
の
一

分
野
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
卑
近
な
例
で
い
え
ば
、
パ
ソ

コ
ン
を
は
じ
め
様
々
な
情
報
家
電
や
道
具
類
を
新
し
く
購
入
し

た
際
に
、
ユ
ー
ザ
が
何
の
設
定
を
す
る
こ
と
も
な
し
に
、
そ
の

事
物
が
環
境
と
自
動
的
に
交
信
し
て
必
要
な
設
定
が
自
律
的
に

行
わ
れ
る
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
プ
ラ
グ

＆
プ
レ
イ（
繋
げ
ば
使
え
る
）」の
機
能
な
ど
も
そ
の
一
事
例
と

い
え
る
。

③
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス（affordance

）

　「
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス（affordance

）」は
、
米
国
の
知
覚
心
理

学
者
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ギ
ブ
ソ
ン
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
概
念

で
、afford

（
〜
が
で
き
る
、
〜
を
与
え
る
）と
い
う
言
葉
か
ら
ギ

ブ
ソ
ン
に
よ
っ
て
独
自
に
造
ら
れ
た
造
語
で
あ
る
。
１
９
６
０

年
代
に
提
唱
さ
れ
た
理
論
で
あ
り
な
が
ら
、
近
年
、
情
報
技
術

や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
開
発
、さ
ら
に
は
産
業
デ
ザ

イ
ン
や
環
境
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で
高
い
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
と
は
、
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
環
境
が
人

間
や
生
物
に
与
え
る「
価
値
」の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
階
段

は「
登
れ
る
」、
扉
は「
開
け
て
入
れ
る
」と
い
う
価
値
を
提
供
す

る
。
人
々
は
、
モ
ノ
や
環
境
が
提
供
す
る
こ
う
し
た
価
値
を

「
知
覚
」し
て
、
そ
の
使
用
価
値
を
享
受
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
知
覚
が
正
し
く
働
か
な
い
と
、
様
々
な
問
題
が
起
き
る
。
例

え
ば
、
電
磁
調
理
器
は「
上
に
載
せ
た
も
の
を
熱
す
る
こ
と
が

で
き
る
」の
だ
が
、
ガ
ス
で
あ
れ
ば
火
を
見
て
直
観
的
に「
今
、

熱
い
ぞ
」と
感
じ
ら
れ
て
も
、
電
磁
調
理
器
は
ひ
と
目
で
そ
こ

が
熱
い
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
扉
に
し
て
も
、
引
き
戸
風
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の
取
っ
手
が
つ
い
て
い
る
か
ら
引
い
て
み
た
ら
、
実
は
押
し
て

開
け
る
扉
だ
っ
た
な
ど
と
い
う
イ
ラ
イ
ラ
す
る
勘
違
い
は
、
世

の
中
の
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
で
起
き
て
い
る
。

　
ギ
ブ
ソ
ン
は
、
こ
う
し
た
環
境
の
価
値
を
感
得
す
る
人
間
の

知
覚
は
、
視
覚
だ
け
で
も
聴
覚
だ
け
で
も
な
い
、
も
っ
と
統
合

的
な
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
は
人
間
が
持
っ
て
い

る
知
識
や
常
識
、
過
去
の
経
験
な
ど
、
高
次
な
社
会
的
文
脈
も

影
響
す
る
。
そ
の
後
、
認
知
科
学
者
ド
ナ
ル
ド
・
ノ
ー
マ
ン

が
、
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
を
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
・
デ
ザ
イ
ン
の
用

語
と
し
て
定
着
さ
せ
た
。
環
境
と
は
公
共
的
な
も
の
で
あ
り
、

人
工
物
も
ま
た
、
そ
の
一
部
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、「
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
」に
込
め
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

●

　
以
上
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
に
主
導
さ
れ
な
が
ら
、
知
識
社
会

の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の「
ポ
ス
ト
・
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」と
い
う
べ
き
新
し
い
科
学
技
術
が
追
求
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
先
に
は
、「
個
の
多
様
な
セ
ン
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
社
会
に
埋
め
込
ま
れ
た「
環
境
知
」が
、

理
性
と
感
性
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

媒
介
し
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
世
界
が
実
現
さ
れ
る
。
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